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業を受けている。該当児童には、WISC－Ⅲを使ってアセスメント検査をし、その結果を

指導に生かしている。

ウ チャレンジルームの授業

チャレンジルームは学力を上げる場所

や特別支援学級に入級させるための場所

ではないこと、そこで学ぶのは通常の学

級に在籍する児童であるので、基本は通

常の学級での授業に意欲的に参加できる

ようにするための場所であることを周知

し、そのためには、通常の学級との連携

が重要であるという意識を広げることに

重点を置いた。

チャレンジルーム利用児童には、自尊

心や学習意欲の低下が見られることが多

いので、授業では、課題を明確にし、達

成感を感じられるようにし、そこでの学

習を楽しみに思える場所にすることを心

掛けた。

エ チャレンジルーム担当者と学級担任・保護者との連携

がんばりカードで子供の頑張りを担任と保護者に伝えたり、支援ノートで担任と支援

の仕方を連絡し合ったり、特別支援教育だよりで全教員へチャレンジルームの様子を広

報したりして、連携を図った。

チャレンジルーム利用関係者

からの声

（３）通常の学級における授業づくり

ア どの子にとっても分かりやすい授業の実践

「特別な支援が必要な児童に有効な手立ては、

すべての児童に有効な手立てである」という考

えの下、全校体制で、必要な支援を行っていく

ことを確認し合い、学級経営を大切にし、分か

りやすい授業づくりに取り組んだ。

チャレンジルームの児童に通常の学級でも同

じような支援がされるように、通常の学級の授

業において、特別支援教育の視点を生かした授

業づくりを考えた。どの子にとっても分かりや

すい授業、楽しい授業を目指して取り組んだ。

特別支援教育だより

とても楽しいし，
わかりやすいです。
だから続けて良かっ
たです。

他では話せ
ないことを話
せるから，
うれしい。

子供

自信や意欲が高まっ
て授業に臨めている。担任

授業の流れを示す工夫

自信がつき，
勉強が楽しいと思
える気持ちになれ
ている。

初めはクラスの子に馬鹿にさ
れないかと心配したが，担任
の先生がそういうところまで気
を遣っていただき，チャレンジ
ルームに行きやすいようにし
てくださったので，楽しく行くこ
とができたと思う。

保護者
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座席の位置の工夫 教材・教具の工夫 集「 」「 」「

中力が続く工夫 「導入の工夫 「板書の工夫」」 」

など、今まで当たり前に行ってきたことを、さ

らに意識して授業を行うようにした。特に、視

覚や聴覚、継次処理や同時処理の得手・不得手

を考慮した情報の伝え方を工夫した。

イ 授業のユニバーサルデザインとそのチェック

表の作成

「 、学力の優劣や発達障害の有無にかかわらず

全員の子供が、楽しく分かる・できるように工

夫・配慮された通常の学級における授業のデザ

イン」として「授業のユニバーサルデザイン」

に全職員で取り組んだ 「授業のユニバーサル。

デザインの30ポイント」をチェック表にし、自

分の授業を振り返ったり、研究授業で活用した

りした。30のチェック項目を設定したが、全校

で当たり前に実践されるようになった項目につ

いては、項目から外し 「鬼崎南小学校スタン、

ダード」としていく予定である。

ウ 指導案の工夫

下のように、指導案の書き方も工夫した。ユ

ニバーサルのユ、個別配慮の個を記し、ユニバ

ーサルデザインと特別な支援が必要な児童への

追加的手立てを書くようにした。

黒板の使い方を工夫する

ユニバーサルデザイン30の一部
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（４）近隣の小・中学校等へのサポート

ア 発達検査の実施

市内の学校から -Ⅲの検査依頼があったため、WISC
本校に担任・保護者・児童に来てもらい実施した。検

査結果の報告や学校生活への助言も行った。

イ 幼稚園・保育園との連携

夏季休業中に全教員で、幼稚園・保育園の園児の活

動の様子を参観し、懇談会も行った。保育士の支援方

法を学んだり、情報交換したりして、連携を深めた。

ウ 「とこなめ教師力アップ研修」での講師

市内の通常の学級の担任を対象に「特別支援学級から見えてくるもの～特別支援学級

の授業研究を通常の学級に生かす～」と題して研修会を開催した際、授業を公開し、個

別の教育的ニーズに対応する授業づくりについて大切なことを伝えた。

４ おわりに
（１）成果

ア 特別支援学級担任がチャレンジルーム担当となり、通常の学級にいる特別な支援を必

要とする児童への支援を、特別支援教育コーディネーターをはじめ関係職員と連携を取

りながら、チームで進めることができた。そのことで、対象児童への多角的な理解が進

み、かつ具体的な支援をすることができた。このことにおいて、人事交流で来ている養

護学校の教諭の専門的な指導から学ぶことが多かった。また、スクールカウンセラー・

スクールソーシャルワーカー・常滑市特別支援教育相談員などの専門性の高い職員と連

携できたことも実際の指導に役立った。

イ チャレンジルームでの支援により、児童は自己肯定感を高め、チャレンジルームがも

う一つの居場所となるほど、安心感と意欲をもって学習に臨むことができた。そして、

チャレンジルームを運営するについては、時間割の工夫やその児童を支える周囲の教

師・保護者・クラスの児童の理解、通常の学級の雰囲気づくりなど、学校全体での協力

体制がとても重要であることが分かった。

ウ チャレンジルームに通う児童に配慮した授業から、チャレンジルームに通う児童も含

むどの児童も分かる「授業のユニバーサルデザイン」へと校内研究が進んだ。まだ、研

究の途中ではあるが、教師が意識して実践することで、児童が安心感や見通しをもって

学習に参加することができている。

エ とこなめ教師力アップ研修、授業交流、発達検査、情報提供など本校が核となり、近

隣の小・中学校等へのサポートを進めることができた。今後もニーズに応じてサポート

し、近隣の小・中学校等の特別支援教育推進に協力していきたい。

（２）持続可能な取組にするために

教職員は毎年変わっていく。そのため、新しく赴任した教職員にもどのような考えでど

ういう取組をしているかをしっかりと伝えていかなくてはいけない。また、サポート校研

究の取組の効果を実感してもらうことが、何より「やってよかった」という気持ちになり、

次に生かされると考える。

今後も学校としての方向性を継続できるように、これまでボトムアップで築いてきたも

のを、教師集団で正しく理解して、常によりよい支援について考えて進めていきたい。

研修会での公開授業




